
電気回路I及び演習
5. フェーザ表示と複素数

1

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



学習目標

• 複素数表示の種類と利点を理解する

• 複素数の演算を手早く確実に行なえるように関
数電卓の使用方法を習得する

• 瞬時値と複素電圧・複素電流との変換方法を理
解する

• フェーザおよびフェーザ表示とは何か理解する
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交流回路の計算は面倒

• 正弦波を含む時間の関数の計算が必要

• 抵抗とリアクタンスは混ざらない

• 位相の関係がわかりにくい

• 電圧や電流の実効値と位相だけで、計算でき
る場合が多いのに余計な情報が多い
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複素数を使って
回路の解析を楽にする
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やりたいこと

フェーザ図
(Phasor diagram)

インピーダンス図
(impedance diagram)

電圧、電流、インピーダンスを
ベクトルで扱いたい
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複素数を適用すると
• インピーダンスの四則演算が楽

• 交流正弦波もベクトルで表わせる

• 位相とその進み、遅れが可視化できる

• 電流、電圧、インピーダンスがベクトルの計
算で完了する

• 関数電卓を使って楽できる
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4.1複素数の導入(p.83)
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複素数

• 実数と虚数

• aと bは実数

• 虚数単位は電流 iと間違えるので j を用いる
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虚数単位j
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複素数の考え方

• 全く別の物という認識で良い
• →混ぜられない2つの数

• →「直交する」

0 1 2-1-2

0 j1 j2-j1-j2

実数軸

虚数軸

0 1 2

-1

-2
実数軸

j1
j2

-j1

-j2

虚
数
軸

想像上の、架空の、空想の

複素平面
29

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



複素平面での複素数の表現(p84)

Source: ポイントで学ぶ電気回路, 
三浦光著

平面上の点Pが複素数
を意味しベクトルとし

て扱える30
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複素数の表示法(p85-86)

Source: ポイントで学ぶ電気回路, 三浦光著

※訂正
1. p86 フェーザ形式→極座標形式(極形式)
2. (4.11)は指数関数形式
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複素数の加算と減算は実部と虚部を別々に
加減算するだけなので直角座標形式を用いる

複素数の計算(加減算)(p.86)
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複素数の乗除算は指数関数形式か
極座標形式が便利

※指数関数の法則通りの計算

※指数関数の法則通りの計算
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共役複素数(p.86,87; conjugate 
complex number)

So
ur

ce
: ポ
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ン
ト
で
学
ぶ
電
気
回
路

, 三
浦
光
著
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ベクトル演算子(p.87)

複素数にjを掛けると偏角θがπ/2進む
複素数に-jを掛ける(jで割る)と偏角θが

π/2遅れる
jの乗除算は大きさはそのままな
偏角の回転(進み・遅れ)を意味する

So
ur

ce
: ポ
イ
ン
ト
で
学
ぶ
電
気
回
路

, 三
浦
光
著
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例題4.1(p.89)

(※角度は[°]を用いよ)
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例題4.1の解答
(※角度は[°]を用いよ)

42

配布用
日本大学理工学部電気工学科 電気回路I及び演習(門馬)

無断転載を禁ず



複素数計算 (電卓マニュアルp69)

•電気回路I及び演習で使う

•複素数の加減乗除
•複素平面での直交座標
←→極座標

•[MODE][3]でモード変更

•[MATH][0]で共役複素数 
(Conjugate)
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複素数の計算例(電卓マニュアルp70)

複素数以外でも[x-1]はよく使う
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H
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Jマ
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ア
ル
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電卓で解く例題4.1

• [2nd F][SET UP][0 (DRG)][0 (DEG)]: Degreeを使う

• [MODE][3 (CPLX)]: 複素数モード([MODE][0]で戻る

• [ ( ]2[√]3 + [ i ] 2[ ) ] + [ ( ] 3 [ - ][ i ] 3 [√]3[ ) ][=]　

• [2ndF][→xy]: 直角座標形式で表示

• [2ndF][→rθ]: 極座標形式で表示
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電卓で解く例題4.1

• 減算
• [ ( ]2[√]3 + [ i ] 2[ ) ] - [ ( ] 3 [ - ][ i ] 3 [√]3[ ) ][=]　

• 直角座標と極座標の変換
• [ ( ]2[√]3 + [ i ] 2[ ) ][=][2ndF][→xy]または[→rθ]

• 簡単に変換が可能
• [2ndF][→xy]: 直角座標形式で表示

• [2ndF][→rθ]: 極座標形式で表示
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電卓で解く例題4.1

• 極座標形式の入力( 4∠30°と6∠(-60°)の乗除算 )

• 4[∠]30[×] 6 [∠][(-)]60[=]　

• 4[∠]30[÷] 6 [∠][(-)]60[=]　

• [2ndF][→xy]: 直角座標形式で表示

• [2ndF][→rθ]: 極座標形式で表示
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電卓で複素数を計算する際の注意

• 角度がDEGかRADかを確認する(GRADは論外)

• 表示形式がxyかrθかを確認する

• 括弧を多用した方がミスが少ない

• 例: (100√2)[∠](60)

• メモリ演算は1つしか使えない(M)

• 後で確認できるよう全部を一気に計算しない
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Q. 12
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Q.12 解答

• [MODE][3]

• (1): [ ( ] 2 [+] 3 [i][ ) ][+][ ( ] 3 [-] 2 [i][ ) ][=]

• (2): [ ( ] 2 [+] 3 [i][ ) ][-][ ( ] 3 [-] 2 [i][ ) ][=]

• (3): [ ( ] 2 [+] 3 [i][ ) ][×][ ( ] 3 [-] 2 [i][ ) ][=]

• (4): [ ( ] 2 [+] 3 [i][ ) ][÷][ ( ] 3 [-] 2 [i][ ) ][=]
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Q. 13
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Q. 13 解答

• (1): 3.6 [∠] 56.3 [+] 3.6 [∠][(-)] 33.7 [=]

• (2): 3.6 [∠] 56.3 [-] 3.6 [∠][(-)] 33.7 [=]

• (3): 3.6 [∠] 56.3 [×] 3.6 [∠][(-)] 33.7 [=]

• (4): 3.6 [∠] 56.3 [÷] 3.6 [∠][(-)] 33.7 [=]

• [2ndF][→rθ]で極座標系、[2ndF][→xy]で直角座標系
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Q. 14 (来週やる複素インピーダンス)
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Q.14 解答

•  10 [Exp] 3 [+][ ( ][i][2ndF][π][×] .04 [Exp][(-)] 3 [ ) ]
[2ndF][x-1][=]

• [2ndF][→rθ]で極座標系、[2ndF][→xy]で直交座標系
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マニュアルp15
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正弦波の複素数表示(p90)

• ここまでの複素数表示法

• 大きさと偏角でインピーダンスの表示は
何とかなる

• 正弦波はどう扱うのか？

ここだけ使う

インピーダ
ンス図

(impedance 
diagram)
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この先は計算を便利にする為
の強引な約束事なので注意
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瞬時値を複素平面上の
回転ベクトルにする(p40)

So
ur

ce
: ポ
イ
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ト
で
学
ぶ
電
気
回
路

, 三
浦
光
著

(4.29)の虚部(4.30)の回転ベクトル
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フェーザ(Phasor)図
 (マグロウヒルp.57)

•電圧電流の位相の関係や実効値
を視覚的の表現した図

•ωtが変化してもθは維持したま
ま複素電圧と複素電流が回転す
る(フェーザ) (右図の回転する矢
印を書く必要は無い)

•交流正弦波の複素数による表示
をフェーザ表示と呼ぶ(直角座
標、指数関数、極座標形式のど
れでも良い)

フェーザの回転

Source: マグロウヒル大学講義 電気回路, J. A. 
Edminister
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瞬時値と実効値と複素数の関係のまとめ
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例題4.2(p.92)
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例題4.2(p.92)の出題意図

最大値→実効値

位相
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例題4.2解答例
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